
 (Ca,RE)FeAs2の超伝導特性に及ぼす遷移金属ドープ効果 

Doping effects of transition metals on superconducting properties of (Ca,RE)FeAs2 
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【緒言】(Ca,RE)FeAs2(Ca112)は最近報告された新しい鉄系超伝導体で、-1価の Asで構成されたブ

ロック層を有し[1,2]、また RE=Laにおいては P や Sbの共ドープにより 40 Kを超す Tcの超伝導が

発現する[3]。前回の応用物理学会講演会において我々は、高圧合成法が Ca112相の合成に有効で

あること、RE(RE = La~Nd, Sm~Gd)のイオン半径と Tc に相関があること、Ni ドープにより

(Ca,Ce)112 の超伝導化や(Ca,Pr)112の Tcが向上することを報告した
[4,5]。他の遷移金属元素の共ド

ープによっても Ni 共ドープの場合と同様に超伝導特性の向上が期待できることから、本研究で

は Coドープ(Ca,La)112 多結晶試料を作製し超伝導特性の Coドープによる変化を調べた。 

【実験】(Ca,RE)(Fe,M)As2 焼結体試料は固相反応法により合成した。Ar 雰囲気中で原料粉末を秤

量、混合、ペレット成型後、キュービックアンビル

型の高圧発生装置を用いて試料を作製した。得られ

た試料に対し、構成相や格子定数は粉末 X線回折測

定、超伝導特性は SQUID 磁束計による磁化測定と

交流 4端子法による抵抗率測定を行い評価した。 

【結果と考察】仕込組成を Ca0.9La0.1(Fe1-xCox)As2とし

1050°C, 2 GPa, 1 hの条件で焼成し試料を作製した。

得られた試料は Ca112 と FeAs 相の混相であった。

Fig. 1 に試料の磁化率の温度依存性を示した。x = 

0.03 の試料では Tc(onset)は~38 Kとほとんど変化しな

かったが、超伝導転移はノンドープ試料より鋭くな

った。Fig. 2に 2~25 Kで測定した磁化ヒステリシス

の幅から拡張 Bean モデルをもとに見積もった Jc

の磁場依存性を示した。Jc は 2 K において 20000 

Acm
-2を超え、また 25 Kにおいても 1000 Acm

-2程

度の値を維持した。これらの試料は不純物を含む

多結晶体であるため、作製条件の最適化によりさ

らに超伝導特性の改善が期待できる。今後は単結

晶試料の育成及び他の元素のドーピング効果を調

べる予定である。 
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Fig. 1 ZFC-FC magnetization curves of 

(Ca,La)(Fe,Co)As2 polycrystalline bulks. 

Fig. 2 Jc-H curves of a (Ca,La)(Fe,Co)As2 

polycrystalline bulk.  
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